
持続可能なまちを目指して 「生涯活躍のまち」と関係人口の取り組み
北海道上士幌町

1北海道上士幌町 竹中貢 令和２年３月２３日 内閣府第３８回ウインターバルーンフェス ２月８日

地方創生×全世代活躍まちづくり検討会（４回） 兼 生涯活躍のまちネクストステージ研究会（２回）
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平成29年4月 平成30年4月 平成31年4月

３４．９１％ ３４．６９％ ３４．３４％

第Ⅰ期地方創生の成果
人口減少の歯止め 地域経済の活性化 東京一極集中の是正

■人口（年度）

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

８人減 ３４人増 ３１人増 ７人増 １２人減

■東京一極集中の是正（首都圏）

平成28年 転入４６人 転出 ９人 転入増３７人

平成29年 転入４１人 転出２３人 転入増１８人

平成30年 転入４６人 転出２１人 転入増２５人

令和元年 転入５４人 転出２５人 転入増２９人

■世帯主における若者（20～40代）の転入者率

平成28年度 若者２０３人／全世帯主２４２人 ８３.９％

平成29年度 若者２００人／全世帯主２５８人 ７７.５％

平成30年度 若者２１２人／全世帯主２９８人 ７１.１％

令和元年度 若者１９８人／全世帯主２６６人 ７４.４％

計５２人増

※社会増：２５１人（H27～R1）

計１０９人増

■高齢化率上昇をストップ

※令和元年度は、令和2年2月までの数値
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人材派遣会社・アルプス技研

・令和元年度 人材派遣会社営業所開設

・令和２年３月３日設立 ㈱ルイス・ミッシェル ホテル業他
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活躍

コーディネーター

・事業者（不足人材）
・個 人（困りごと）
・自治体（業務委託）

発注者
このまま
ではムリ！

業務分析
細分化
ｶｽﾀﾏｲｽﾞ

受注者へ
の最適化
（時短、事前
研修、足確保）

【生業の開発】

👮

👮

👮

複
数
人
へ
の
切
り

分
け
で
受
注
可
！

・専門経験者
・シニア・子育てママ
・若者（空き時間）…

受注者

（例）
農作業
「収穫期２週間、5:00～11:00求む」

【人材センター】

👦

町内の仕事、困りごと
業務全体が見える化

担い手、技の種類が
見える化＝人材バンク

シ
ス
テ
ム
化

○受発注の自動化（アプリ上で全体が見え、登録、マッチングが自動化、効率化）

【マッチングシステム】

○決済、業務管理の自動化（請求処理、手数料処理、報酬支払、売上管理が自動化、効率化）

町
外
人
材

「はたらく」、「まなぶ」、「あそぶ」
の体験プログラムの開発・提供

「はたらく」
・農作業
・酪農業
・製造業
・飲食業

「まなぶ」
・個人の
困りごと

・地域の
課題

地域の産業振興
に関わる

解決のプロセス
に関わる

「あそぶ」
・ﾊﾞﾙｰﾝ
ﾌｪｽﾀ

・釣り
・登山

行事、地域活動
に関わる

Ｐ
Ｒ

参
加

町内人材

参
加

生涯活躍のまち 上士幌創生包括加速プロジェクト

【健康づくり】

○町民データの分析
還元、活用方法の
検討

○健康プログラムの
提供（健康ポイント、
定期測定会、運動指導等）

参加

【コミュニティづくり】

○仕事 ○困りごと
○生業 ○暮らし
○人材・担い手

に関する情報集積、
情報交換、発掘

【人材育成】

○総合講座
（高度技術の実証実験と連動）

○専門講座
（農作業等ｽｷﾙ・ﾉｳﾊｳの習得）

○起業塾
（起業の実現に向け伴走）

起業化支援センター「hareta」拠点 運動施設、計測ｽﾎﾟｯﾄ

【関係人口の創出・拡大】

令和2年度

１
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「庭が好きだった妻が他界してから、雑草などで庭が荒れてしまいました。
妻の一周忌をきれいな状態で迎えたいので、庭の手入れと不用品処分をお願いします」

2019年５月、町内に一人暮らしの男性（84歳）から人材センターに依頼がありました。
人材センターとして取り組み、きれいになって無事に一周忌を迎えることができました。

1

人材センターとしてまちの困りごとを解決

１
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・バルーンフェスタ

・商工祭り ・キャ
ンプ ・パークゴル
フ
・BBQ ・釣り ・
登山

住民困りごと解決
プロセスに関わる
・一般(庭の手入れ
等)

・高齢者 ・子育て
ママ

・農業畑作(収穫等)

・酪農・畜産(牛の世
話)

・製造業(菓子・パン)

・飲食サービス(道の駅
等)

町外人材／かみしほろMY-MICHIプロジェクト

PROJECT

人生の道を開く!!

KAMISHIHORO

都市部の若者などが、上士幌に1カ月間滞在し、働いて収入を得ながら、地域住民との交流や学びの場な
どを通じて、暮らしを体験。参加者を通じて、地域の活力向上、将来的な移住の掘り起こしにつなげる。

◇プロジェクト概要

◇生業を担う町外者を獲得する
“まち・ひと・しごと”の地域資源を活用し、シェアリングによる
「仕事と暮らしが調和」した上士幌ならではの体験を提案。関係
人口の増加による担い手獲得を図る。

はたらく

まなぶ

あそぶ

しごと
地域産業

個人困りごと

地域課題

まち行事
地域活動

成長したいと願う若者たちに
「自分の道を開く」きっかけを
創る、それが“かみしほろマイ
ミチPROJECT”です。広大な大地

と溢れる自然をフィールドに、
1カ月間の「はらたく・まな

ぶ・あそぶ」の体験を通して、
自らを見つめ、仲間と語らい、
そして未来の自分に希望が湧い
てくる、そんな一人ひとりの永
遠の記憶を創ります。

地
域
資
源
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

7
つ
の
特
徴

1カ月間の共同生活で仲間づくり
参加者10名でシェアハウスを活用し共同生活で暮らし
を体験。共通体験を通して仲間との関係を深める。

01

自らで一定収入を確保
ワークシェアを活用し月12～15日間、希望の農家や製
造等の仕事に就き、滞在費用と個人の収入を確保。

02

「ありがとう」の共助を学ぶ
地域の困りごとの現場に専任スタッフと共に関わり、
住民同士を感謝のご縁をでつなぐ共助づくりを学ぶ。

03

旅行で味わえないあそび体験
地域の方 と々祭りをともに作ったり、地域の様 な々名
人にとっておきの楽しみ方を伝授してもらえる！

04

まちの各種シェアを活用
体験暮らしに必要なモノ・コトをシェアシステムを活用し
提供。空き部屋、料理、クルマ、遊び道具、遊びガイドなど。

05

上士幌が第二のふるさとへ
地域の方 と々ふれあいたっぷりの1カ月。たくさんの上
士幌人に出会って、帰ってきたくなる出会いを演出。

06

移住・就職の支援も充実
体験後に上士幌に移住希望の方に、お試し体験住宅
や無料職業紹介所での仕事探しなど支援体制も充実。

07

体験期間：1カ月間※延長可
実施期間：2020年6月～10月
定員：10名(のべ合計50名)

22
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Your Title  

haretaカフェ
起業支援の一環で飲食に興味を持つ

個人及び団体がカフェを運営

01

コワーキングスペース
仕事や打合せ用にスペースを提供

02

物販スペース
商品の展示販売スペースを提供

03

・日替わりオーナー形式(5名程度)
・月12日営業(年間144日)
・朝、昼、夜の3部門
・客単価は500円
・責任者1名が運営管理を担う

・利用料は1日100円
・時間は会社＋カフェ営業時間

・場所を決め商品を販売
・委託販売で手数料20％
・候補）書籍、クラフトなど

スペース貸出
住民の要望に合わせてスペース貸し

04
・貸出時間は3時間単位
・平日9時～17時は1,000円
・平日17時～21時,休日は2,000円

〈1〉住民が気軽に立ち寄れる「居場所」 〈2〉まちの「起業家支援」の拠点 〈3〉まちの「共助」の拠点

◇目的

プラットフォーム構築／コミュニティ作り

◇生業が生まれる場を作る
haretaを幅広い町民に交流拠点として開放し、
「共助」から「ナリワイ」を生み出す起業家支援へとつなげる。

困りごと収集
(供給者)

サポーター獲得
(需要者)

暮らしの情報
提供・交換

生業の
情報発信

①

②

③

④

町
民
の
集
客
装
置

町
民
の
情
報
収
集
装
置

hareta町民年間利用者

5,000名(有料)
＋α貸出・健康P測定等

コーディネートは
各担当者・・・

一般支援

ママ支援

高齢者支援

事業所支援

運営管理責任者

カフェ運営
者

住民と「コト」を結び付ける役割

まち・ひと・ことを知る担当者がソーシャルベンチャーとして起業

あすわがミーティング(生活支援体制整備事業)
住民が主体となり「困りごと×得意ごと」で
地域の課題解決への取り組みを行う事業
○情報提供及び収集、協議体との連携等 15

２

６



8

４

７



かみしほろ起業塾受賞者

最優秀賞受賞者 齊藤さん 1月24日 はれた

新しく2人の起業家が誕生４

８



健康ポイント事業
歩いてポイント・学んでポイント

上士幌町健康ポイント事業

≪目的≫
希望する町民に活動量

計を貸与し、運動量や体
組成等の定期的な計測を
通じて町民自らの健康づ
くりを促進し、町の健康
寿命の延伸を図る

各種健診、運動教室、
健康講座などへの参加、
体組成計・血圧測定、
歩数などによってポイ
ントが付与される

貯まったポイント数に応じて町内で使える商品券
に交換

５
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サポーター100名 サポーター150名 サポーター200名
目標サポーター250名

＊住民５％

2020年 2021年 2022年 2022年～

システム開発
（IoT）

生涯活躍のまちロードマップ＊シェアリングエコノミーが叶える上士幌の未来像

システム開発
10/1システムリリース

モノ・空間・移動の
シェアシステム拡張

集客5000人 集客6000人 集客7000人 目標集客10000人コミュニティ
づくり

売上250万円 売上300万円 売上350万円 目標売上500万円

取引件数800件 取引件数1150件 取引件数1500件 目標取引件数2500件生業開発

取引金額900万円 取引金額1100万円 取引金額1300万円 目標取引金額2500万円

導入研修・スタッフ研修
＋スキル研修

独自の人材育成制度
の充実

人財育成

町外のべ50名(1カ月滞在) 町外のべ60名(1カ月滞在) 町外のべ30名(3カ月滞在) 町外のべ30名(3カ月滞在)

リソースシェア
＜個人＞一般(庭の手入れ

等) 高齢者サポート
ママサポート

＜事業所＞一般／畑作

シェア領域拡大
◎モノ(アウトドア＆スポーツ,

農園芸具等)

◎空間(空き家,空き地等)

◎移動(カーシェア等)

ローカルベンチャー
（コミュニティビジネス）

が誕生

ローカル
ソーシング

リーダー研修
マネージャー研修

運用 充実

運用

①公助から共助へ、住民参画のまちづくりを実現＝町民の困りごとを町民同士で解決する仕組み

②多世代の町民を有機的につなぐプラットフォーム＝個人の個性と多様に発揮できる顔の見える関係

③困りごとが地域経済の資源になる＝困りごとに自らお金を出し解決する仕組み

④多様な就労機会の確保により労働参加が可能＝高齢者～主婦までライフステージにあった働き方ができる

運用

⑤起業家や若者が育ち挑戦できる環境＝「ひと・もの・こと」を活かす多彩なアイデアを育む

クラウドワークの始動検
討

⇒外貨獲得と
企業誘致への人材育成 27
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地方創生 ●新規起業に挑戦するお試しオフィスとして

●ワーケーションなど働き方改革の一環として
●検診、仕事、リフレッシュ等、福利厚生事業として
●地域住民との交流で生涯活躍の場、関係人口の創出
●利用者（企業）の相互交流でビジネス展開

２０２０年６月オープン

働き方改革とニュービジネス、挑戦者たちへのオフィス

窓から見える景色

先行予約
受付中

関係人口創出の拠点 上士幌シェアオフィス ６月オープン

１１
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リフレッシュタイム

日本一広い公共牧場 北海道十勝平野を一望１７００ha

１２



上士幌町での生活 リフレッシュ
休日やお仕事の合間、豊富な食材を使って食品加工や大自然の中でリフレッシュしてください。

地元食材を使って、オリジナルの商
品加工ができます。

チーズ・ヨーグルト・アイスクリーム・
味噌・豆腐・ベーコン・ソーセージ・

ジャーキーなど

農業加工施設
徒歩３０秒

ス
ギ
花
粉
症
で
お

悩
み
の
方
に
は
、

天
国
で
す
。
全
域

子どもからお年寄りまで交流と学
びの生涯学習センター・徒歩１０分

図書館.カラオケルーム.視聴覚ホール.体育
室.各種会議室 「北海道建築最高賞受賞」

ぬかびらスキー場
プウダースノウ
車２０分

登山とウオーキング

東大雪の名峰と線路
跡のウオーキング

ぬかびら源泉郷

源泉かけ流しが
好評 車２０分

３６ホールゴルフ場

車で１０分。プリン
ス経営の名コース

１３



民間賃貸住宅月５万円～７万円

上士幌町での生活 住まい
ぬかびら源泉郷温泉・民間賃貸住宅・ちょっと暮らし住宅・街中旅館（一軒）ホテル（今年着工）

ちょっと暮らし住宅 １０戸

平成20年～民間賃貸住宅411戸新築

街
中
に
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
建
設

今
春
着
工

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
か

ら
徒
歩
10
分

ぬ
か
び
ら
源
泉
郷
は
、
源
泉
か
け

流
し
温
泉
街
で
宿
は
８
軒
。

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
か
ら
２
０
キ
ロ
、

車
で
２
５
分
。
夏
は
川
釣
り
、
冬
は
氷
下
の

ワ
カ
サ
ギ
釣
り
と
ス
キ
ー
、
廃
線
後
の
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
や
め
が
ね
橋
見
学
な
ど
見
所

満
載
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上士幌町での生活 交通
上士幌交通ターミナルを拠点に多様な交通手段を整備中

シェアオフィスから
徒歩１４分

カーシェアリング
自動運転バス実証実験中
昨年は公道を走行

レンタサイクル
経済産業省ＭａａＳのモデル事業

交通ターミナル 帯広・上士幌・ぬ
かびら・路線バス

電動キックボード

上士幌町は、交通ター
ミナルを結節点にバス
やタクシー、シェアサイ
クルなど多様なモビリ
ティを組み合わせ交通
の利便性を高める取り
組みを進めています

１５
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2019.6 十勝毎日新聞

ママはシェアオフィスでお仕事、お子様はこど
も園・小学校で体験入学

こども園や小学校、学童保育所で、図書館などで、
友だちと遊び、学び、体験を増やします。

ＩＣＴなど積極的取り入れ教育効果を高めます

１６



女性の多様な働き方を支援し 子育て・教育に手厚いまち

18

英語担当の外国人講師と野田総務大臣

子どもたちの遊びの場 ほろのんの森

●保育・幼稚園は給食費を含め、所得に関係なく無料
●医療費は高校生まで完全無料

●少人数学級と小学校には体育など専門教諭を配置
●子育て支援住宅として、子供一人に１００万円助成

●学童保育所や発達支援センターの充実

ママはシェアオフィスでお仕事、お子様はこ
ども園・小学校で体験入学

こども園や小学校、学童保育所で、図書館など
で、友だちと遊び、学び、体験を増やします。

１７



上士幌町の食資源を満喫
食料自給率２０００％！ふるさと納税返礼品としても高評価を得る農産物の数々

図書館.カラオケルーム.視聴覚ホール.体育
室.各種会議室 「北海道建築最高賞受賞」 恵まれた環境とハーブで育まれた

「十勝ハーブ牛」

上士幌町で肥育された5・4等級の黒毛和牛
「十勝ナイタイ和牛」

新鮮な生乳を24時間以内に製品化
全国屈指のギガファームが手掛けるジェラート

誇りを持ってお届けする
高品質の農産物

１８



持続可能なまちを目指して

１９
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停電のないまちを目指して 地域マイクログリッド構築支援事業
マスタープラン作成 経済産業省

家畜排せつ物利用再生可
能エネルギー自給率
１００％（日本最大）

食料自給率
２、０００％

２０
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公道を走る自動運転バ
スとオープンセレモニー

令和2年は、道

の駅と交通ター
ミナルを定期運
行を予定。

街中を運行す
る新たなモビリ
ティの構築に挑
戦。

国道を通るコー
スとなるため、
国の支援が必
要となる。

令和元年度
経済産業省モデル事業

２１



２２



３月 運用開始に向けて工事中！

通信用ケーブルと支柱

２３



「ない」「廃棄物」も資源にする上士幌町
スギがない。スギ花粉リトリートツアー
産業廃棄物コンクリートアーチ橋が観光資源に
家畜排せつ物でｘエネルギー自給率１００％
停電の「ない」まちは、持続可能なまちづくりへ

上士幌町は持続可能なまちを目指し、
ソサエティ５．０・スマートなまちづくりに挑戦します。

企業版ふるさと納税

ソサエティ５．０・スマートなまちづくりプロジェクト
寄付額の９割が還元されます

・停電のないまち「マイクログリット」構築事業
・超高速通信「５G」を活用したスマート農業
・新たなモビリティ構築事業「MaaS、自動運手バス等」

２４



かみしほろの未来は、
やまびこのように、

ひとりひとりが発した声に、
反響が還ってくるまち。

２５


